
第
一
に
、
抱
蜜
は
本
来
人
と

し
て
の
権
利
、
つ
ま
り
基
本
的

人
権
を
も
っ
て
い
る
。

ζ
れ
を

お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
。ら

な

、ν
第
二
に
そ
の
児
童
は
個
人
と

し
て
ば
か
り
で
な
く
社
会
の
一

員
と
し
て
霊
ん
ぜ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
文
佑
の

継
承
者
と
し
て
の
社
会
の
一
員

と
い
ιJ
気
持
が
強
く
は
た
ら
い

て
い
る
。

第
三
に
そ
の
よ
う
に
尊
重
さ

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
児
重
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
を
疋
し
く
育
成
す
る

た
め
に
そ
の
環
境
に
つ
い
て
常

に
心
守
配
り
、
家
庭
に
お
い
て

も
社
会
に
お
い
て
も
最
善
の
心

づ
か
い
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
れ
ら
を
具
体
的
に
十
二
の

条
文
に
現
わ
し
、
抱
童
の
幸
福

の
た
め
に
大
人
自
身
の
心
す
べ

き
道
義
的
責
任
を
定
め
て
い

る
。
兎
角
こ
れ
ら
の
憲
章
が
「
画

に
か
L
れ
た
そ
チ
」
に
な
ら
ぬ

よ
う
子
供
達
の
健
や
か
な
成
長

を
祝
っ
て
や
り
た
い
も
の
で
あ

る
o
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私

目
。
γ

瓶
、
フ

の
名
は
:
・
:
:
:

「
ま
っ
か
さ
魚
」

名
口
:
:
・
:
:

「
.
か
ん
だ
い
」

子

供

の

の

五
月
五
日
は
「
子
供
の
日
」

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
ち
な
ん
で

大
切
で
あ
り
な
が
ら
兎
角
無
関

心
に
さ
れ
勝
ち
な
抱
童
癒
章
に

つ
い
て
ち
ょ
っ
と
述
べ
て
み
よ

P

ラ
。

一
口
に
云
っ
て
ど
の
憲
章
は

抱
章
へ
の
良
心
と
愛
に
も
と
づ

く
理
想
を
高
く
掲
げ
、
次
代
を

に
な
う
子
供
達
に
対
し
て
特
別

の
責
任
を
大
人
が
負
っ
た
も
の

と
も
一
疋
え
よ
う
。
昔
か
ら
世
間

で
は
子
供
は
宝
で
あ
る
と
云
わ

れ
な
が
ら
も
、

殆
ん
ど
「
親
の

独
占
物
」
と
考
え
、
自
分
の
子

供
は
宝
と
し
て
尊
重
は
す
る
が

他
人
の
子
供
と
な
る
と

一
が
い

に
そ
う
と
は
云
え
な
か
っ
た
。

さ
て
世
界
に
誇
る
日
本
の
抱

重
態
章
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
掲
げ
ら
れ
て
あ
る
か
と
申
せ

ば
先
づ
、

場は で のす世界光たにり暴はい と縞て
者小他すお が界にす。な、風大縁私呼の左水
にさ の 。 蔭 、中 発 るそっ旧が Eがはばあ側族
は く 魚 だ こに表ののた水あ五あ魚れるの館
評て君 とれ有さを時こ族り年め諮る魚水の
判 も達 感も名れ見私と館ま八まの私は槽 E
で美と 謝魚にまつのがのし月す水で言に面
すし比 し溜なしけ顎ぁ館て十、族すさ金入
。いべ て のってらの 内停三と館。工色口
の 私 い水た、れ下りが電日云と 金に、
での る族の一、がま 真 にのうは 22黒向
来 姿 の 館で 躍 学発し暗な夜の深 乏いつ

め美の も i が寄 っ
にし よち 喜 1¥.，..〆 光生の私
静いうよば ~広[')_.--::= るすコの
か 姿 でうれ /'d-Hf用」忍毛色 ， のるプ顎
にをすどて r:喧，，~歩ζ~ で 発 がの
遊ょが金い 、ごにふ が傍線三忌 す光あ先
ん〈、色ま く Jて辰夢似().窓、雨 。パつが
で見水のす ~~ "" グて光
いて槽ま 0 観 れ い 変 ベ 焼 の 洋 と テ、る
ま頂内つ 賞 まとおていでの/私 リその
ずくでか 用す云いもてす魚¥は ヤとは
。たはさ に し は し 大 喰 が な 南 も 君に二L-

|方て しり雌たにつ時ペいだ うかをのの列なした見不にてし
に 、 私 で ま や 。 っ た に ラ の い 私 。 らく先とん 姿 だ。に忠博か君私
主大 は す せ 子 い れ の は 類 仲 』 の なつに比でといと来議 覧 らとが
に平南 0 ん 供か てで とに 聞と 名 のつ大ベ遊早君云らそ会は同陸
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。東あ 主の格出大コすりすん よるプ頭るでいいに持者のえ様
そ支 h なコ好てきプ 0 まが 一一一一一一一 宇 ー なちの 水 入な
れ那リ のプできくが子せ、 韓髄醤盟聴器踏盤怒誼E櫨輔彊 りで方槽れい
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校こ持 率醤鐘溢機遡圏・ 問ド32
い変れ起拠 ま方海魚かの
まうでさに しかの津ま方
すまもれ時まる皆ひ で ま も 斐 え さ た ら 中 に え に
。い夏ま々すのき るなりのがてんが進で水らい
とはす水がとんねく動であ獲に、んき族れま
も剰。槽、.聞がを水作すつらも来でい館なす
て身 係生 違 死し槽が 0 たえ喜場撞たがいの
はに のきえんまの早然とらん者らの出ので
や す 方てらです隅いし云れでのえで来であ
きる にいれい とで方あう甲貰皆て、たすま
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高

松

宮

殿

下

(要警鉱綴i})

博

覧

会

場

成

'"、

主r

日
興

味

深

観

御

昨
見

H

長
る
四
月
十
一
日
か
ら
幕
を

あ
け
た
博
覧
会
場
は
、
水
族
館

に
埋
没
林
館
に
来
観
者
で
賑
わ

っ
て
い
る
が
、
特
に
小
学
生
周

章
の
参
考
に
な
る
と
大
変
好
評

で
、
片
手
に
手
帳
や
ノ
ー
ト
を

か
与
え
た
問
書
が
熱
心
に
水
槽

の
前
や
、
標
本
蜜
に
の
ぞ
き
込

に
な
り
、
市
長
の
先
導
で
直
ち

一

御
休
憩
後
水
族
館
の
各
水
槽

に
四
階
屋
上
の
展
望
台
で
御
休

一を
一
つ
/
¥
の
ぞ
き
こ
ま
れ
、

憩
に
な
っ
た
。

一
一
は
た
る
い
か
館
の
ほ
た
る
い
か

こ
の
日
は
殿
下
を
お
迎
え
す

一ゃ
、
産
気
楼
館
を
興
味
深
く
御

る
に
ふ
さ
わ
し
い
好
天
気
で
、

一覧
に
な
ら
れ
た
。

紅
白
幕
を
め
ぐ
ら
し
、
大

E
天

一

そ
の
あ
と
埋
没
林
館
へ
お
成

皐
御
来
魚
の
折
調
整
し
た
椅
子

一
・
り
に
な
っ
た
殿
下
は
巨
大
な
埋

に
掛
け
ら
れ
た
殿
下
は
種
?
と

一没
樹
根
や
、
復
元
図
を
特
に
興

一
味
深
く
御
覧
に
な
り
、
小
鳥
舎

一や
動
物
舎
の
鳥
獣
に
市
長
か
ら

一市
内
で
捕
獲
さ
れ
た
も
の
で
す

一
と
御
説
明
申
上
げ
れ
は
一
段

一
と
興
味
深
げ
な
御
様
子
で
あ
っ

一
た。

一

約
一
時
間
に
亘
る
会
場
御
観

一覧
を
終
え
ら
れ
た
殿
下
は
、
市

一長
等
と
共
に
お
見
送
り
す
る
来

一
場
者
に
御
会
釈
さ
れ
て
お
帰
り

一
に
な
っ
た
。

一

一

向
殿
下
は
同
日
魚
津
駅
発
午

一後
十
時
三
分
の
上
野
行
念
行
で

一御
帰
京
さ
れ
た
。

一

報広

埋

没

林

館

を

五
月
の
演
芸
。
フ

:
:
:
博
覧
会
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
:
:

北

日

本

百

選

入
選
者
発
表
会

俗

曲

端

唄

民

謡

パ

レ

エ

1

北

日

本

百

選

入
選
者
発
表
会

お

わ

ら

節

麦

屋

節

歌

謡

曲

ロ
グ
ラ
.t. 

出

満漁

艦船

飾

で

出

帆

市

野
外
ス
テ
ー
ジ

日

魚田西宮
津村尾脇
モ栄梅次
ダ丸乃作
シ

レ

一一
一月
上
旬
か
ら
出
漁
準
備
中
-
折
か
ら
の
来
歓
客
の
注
目
を
浴

で
あ
っ
た
魚
津
水
産
会
社
、
新一

び
、
海
上
か
ら
諏
訪
神
社
に
大

川
漁
業
会
社
等
所
属
の
出
漁
般

一漁
と
航
行
安
全
を
祈
願
し
た
後

約
二
十
隻
及
び
市
舵
頭
の
乗
組

一
北
海
道
に
向
っ
て
勇
躍
出
帆
し

む
県
内
般
、
県
外
舶
約
三
十
隻

一
た。

が
出
漁
準
備
を
完
了
、
去
る
四

一

此
等
出
漁
航
は
北
海
道
北
部

月
二
十
一
日
よ
り
満
艦
飾
の
大

一及
び
千
島
列
島
沖
の
サ
ヶ
、
マ

漁
旗
を
な
び
か
せ
、
目
下
開
催

一
ス
、
流
網
潟
業
に
操
業
す
る
も

中
の
富
山
博
魚
津
会
場
で
あ
る
一
の
で
そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

水
族
館
の
海
岸
を
旋
回
し
て
、
す
。

津

日

n 

穴
坪
美
代
子

牧
野
き
よ
子

桐

幸

三

青

木

信

夫

魚
津
モ
ダ
シ
バ
レ
ー

魚

パ

レ

エ

1

拍

せ

ん

会

舞

踊
八

木

節

お

わ

ら

節

獅

子

舞

N
H
K
腕
く
ら

べ
子
供
音
楽
会

舞

踊

下

阪

な

る

藤
間
升
胤
社
中

市
三
ケ
有
志

県
民
謡
お
わ
ら
節
保
存
会
H
H

東
妓
青
年
会

公
開
録
音

大

町

宇
奈
月
芸
妓
総
出
演野

外
ス
テ
ー
ジ

日

/1 
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四

日

ほ

十

い

ろ

い

か

遊

覧

船

案

内

五
月

一
日
か
ら
は
、
毎
夕
ほ
た
る
い
か
遊
覧
船
が
出
ま

す
。
皆
様
の
御
来
遊
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

時

間

午

後

七

時

出

発

午
後
九
時
頃
帰
着

税

金

子

供

六

十

円

大

人

百

円

但
し
み
や
げ
つ
き

貸
切
一
隻
貸
切
の
場
合
は
四
千
円

せ
い
ぜ
い
春
の
タ
ペ
を
ほ
た
る
い
か
の
美
し
い
明
滅
で

楽
し
〈
御
過
し
下
さ
い
。

備
荒
天
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

御

申

込

は

樽

覧

会

事

務

局

へ

五

授

日

出漁船を見送る市長

-L /、

日

博

覧

会

は

夜

間

秋
葉
武
蔵

せ
り
込
蝶
六
保
存
会

会
開
録
音

浪

曲

蝶

六

蹄

J
O
L
R
歌
手

募
集
呉
東
予
選

芸

能

発

表

会

安
来
卸
と
民
謡

歌

と

軽

音

楽

七

日

も

九八

日

" 

H

五

月

-

か

ら

午
後
七
時
よ
り
+
時
ま
で
H

日

日

1/ h 

午午、
後后
一七グ
時時

出
雲
忠
奴

魚
種
軽
音
楽
団

十

日

ん
で
い
る
姿
が
み
ら
れ
る
。
一
市
長
の
説
明
を
受
け
ら
れ
た
。

去
る
四
月
二
十
四
日
午
後
二
一
そ
の
説
明
途
中
盤
気
楼
が
海

時
高
松
宮
殿
下
に
は
市
長
、
誠
一
上
に
出
現
、
は
じ
め
て
見
ら
れ

長
等
と
共
に
折
か
ら
の
来
場
者
一
る
屋
気
楼
に
し
ば
し
見
入
ら
れ

の
奉
迎
に
魚
樟
会
場
に
お
成
り
一
た
。

博
覧
会
場
は
五
月
一
日
か
ら
夜
間
も

営
業
致
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
揃
い
で
あ
出
で
下

3
い。

舞

市

内

芸

妓

総

出

演

H
H

N
H

喜
伊
の
家
社
中

N
H

軽
音
楽
の
タ
エ
ツ
カ
サ
ロ
V

J

H

H

午
后
七
時

舞

踊

藤

間

升

胤

社

中

H
H

良
い
乎
供
の
仲
良
会
市
小
学
校
周
章
グ

踊

十

一
日

十
二
日

十
三
日

十
四
日

十
五
日

(1) 
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昭

日空
御赤平

依募2
頼金E
lこの

昭和 29年 5月 1日発行

一

、

趣

旨

日
本
赤
十
字
社
は
、
一
昨
年

日
本
赤
十
字
社
法
制
定
に
基
き

新
し
く
特
殊
法
人
と
し
て
発
足

し
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の
一
福

祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
従

っ
て
、
国
際
赤
十
字
の
一
員
と

し
て
、
そ
の
事
業
の
公
共
性
と

国
際
性
の
特
質
に
鑑
み
、
一
段

と
活
設
な
る
事
業
を
展
開
し
、

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
資

金
募
集
の
御
協
力
を
希
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

二
、
目
標
額

富
山
県
金
九
、
二
二
一
、

0

0
0
円
、
魚
津
市
金
四
一
一
、

七
五

O
円

三
、
募
集
期
間

昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
よ

り
五
月
三
十
一
日
ま
で
、

但
し
街
頭
募
金
は
五
月
一
日
よ

り
五
月
三
十
一
日
ま
で
、

四
、
募
集
の
方
法

L
市
に
於
て
は
地
区
長
(
市

長
〉
が
分
区
長
〈
出
張
所

長
V

と
協
議
の
上
、
校
下

別
目
標
額
を
定
め
る
。

Z
分
区
長
は
、
区
内
の
部
落

町
内
毎
の
目
標
額
を
定
め

る。

乱
部
落
及
び
町
内
に
於
て
は

そ
の
目
標
額
を
達
成
す
る

よ
う
、
お
互
に
協
力
し
て

/) 

し、

て

戴
く
。

ι社
員
の
取
扱

L
特
別
社
員

社
員
と
し
て
、
一
時
又

は
分
割
し
て
、
金
千
円

以
上
納
め
る
人
に
、
特

別
社
員
の
称
号
を
贈
ら

れ
る
。

包
有
功
章
社
員

社
員
と
し
て
、
一
時
又

は
分
割
し
て
、
金
五
万

円
以
上
納
め
る
人
に
、

有
功
章
の
称
号
を
贈
ら

れ
る
。

前
号
の
取
扱
を
希
望
せ
ら
れ
る

場
合
は
九
そ
の
人
の
住
所
氏
名

納
付
金
額
を
記
載
し
た
書
類
を

添
付
せ
ら
れ
た
い
。

5.
各
出
張
所
別
目
標
依
頼
額

魚
津
一
四
回
、
五

O
O
円

下
中
島
一
七
、
九

O
O円

上
中
島
一
五
、
八

O
O
円

松
倉
二
一
一
、
二
五

O
円

上
野
方
一
一
、
六
五

O
円

下
野
方
二
七
、
八
五

O
円

片

貝

二

O
、
四

O
O
円

加

積

一

二

、

九

O
O円

道

下

六

O
、
五
五

O
円

経

国

三

八

、

六

五

O
円

天

神

一

一

、

四

五

O
円

西
布
施
一
八
、
八
五

O
円

合
計
四
一
一
、
七
五

O
円

三
世
帯
当
り
金
五

O
円
宛
の

割
、
昨
年
と
同
額
)

第
七
回
県
民
体
育
大
会
魚
津
市

予
選
会
兼
第
三
回
市
民
体
育
大
会

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
発
達
と
ア
一
庭
球

l
西
部
中
コ

1
ト

マ
チ
ユ
ア
ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
高
一
卓
球
|
西
部
中
講
堂

個
閣
を
図
り
、
市
民
の
健
康
を
増

一

バ

ド
ミ
シ
ト
シ
1

東
部
中
講

進
し
、
生
活
を
明
朗
に
す
る
た
一
堂

め
、
五
月
五
日
(
子
供
の
日
〉

一

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
l
西
部
中
コ

第
七
回
県
民
体
育
大
会
魚
津
市
一

1
ト

予
選
会
兼
第
三
回
市
民
体
育
大

一

し
な
い
!
大
町
小
講
堂

会
を
開
催
す
る
事
に
な
っ
た
。

一
競
技
方
法

市
民
各
位
は
ふ
る
っ
て
大
会
に

一

第
一
部
一
般
男
女

参
加
さ
れ
た
い
。

一

第
三
部
市
中
学
校
生
徒

場
所
魚
津
市
一
円
を
会
場
と

一
大
会
長
金
光
邦
一
一
一

す
る
。

一
大

会

開
会
式
五
日
午
前
九
時

一
副
会

長

関

口
弥
一
、
中
島
金

西
部
中
学
校
グ
ラ
ウ

一

一
一
、
西
村
紀
夫

ド

ノ

一献
飴
守
谷
良
雄
、
高
島
士

主
催
魚
種
市
、
市
教
育
委
員

一

郎

、
平
崎
菊
太
郎
、

会
、
市
体
育
協
会

一

四
十
万
富
男
、
北
条

種
目
と
場
所

一

E
詔
、
経
沢
藤
一
郎

一

山
本
武
雄
、
前
回
発

陸
上

l
西
部
中
グ
ラ
ウ
シ
ド

一一

石

野

寛

治

、

杉

森

清

野
球

l
魚
高
グ
ラ
シ
ド

一

高
見
清

一
、
細
田
重

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

l
東
部
中
グ

一

正
、
野
崎
栄
吉
、
川

ラ
シ
ド

一

上
晋
、
高
見
英
夫
、

魚(第43号)

市

道

宮

津

線

改

修

市
道
官
津
線
は
曲
屈
甚
だ
し

一
て
延
長
三
八

O
米
巾
員
三
米
大

い
の
み
な
ら
ず
交
通
不
可
能
の

一
O
糎
に
て
改
修
工
事
を
施
行
し

状
態
で
交
通
産
業
発
展
を
著
し

一本
年
三
月
十
三
日
竣
功
を
見
た

く
阻
害
す
る
ば
か
り
で
な
く
防

一も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
度
同
地

火
の
点
か
ら
も
相
当
支
障
を
来

一区
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ

た
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回

一
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

総
工
事
費
八

O
万
三
千
円
を
以

一

竣功した宮津道路こ
の
頃
「
窒
素
の
や
り
す
ぎ
」
き
ざ
す
の
で
す
。
ま
た
詳
細
は

と
か
「
ま
ち
が
っ
た
肥
料
の
つ
本
年
三
月
市
役
所
農
林
課
発
行

か
い
方
を
す
る
な
」
と
云
わ
れ
の
二
十
九
年
度
農
事
暦
を
御
参

る
が
ど
ん
な
事
を
云
う
の
で
す
照
下
さ
い
。

か
具
体
的
に
き
L

た

い

。

次

に

肥

棋

の

ま

ち

が

っ

た

や

農
業
者
の
心
理
と
云
へ
ば
、
り
方
の
御
願
い
で
す
が
、

「
出
そ
号
な
小
便
ま
で
と
ら
え
水
田
、
石
灰
窒
素
(
県
標
準

て
自
分
の
回
ま
で
行
っ
て
す
る
総
合
肥
料
も
尿
素
も
同
じ
〉
を

位
で
す
か
ら
、
こ
ん
な
言
葉
は
橋
か
な
い
と
と
で
す
。

き
L
す

て

に

は

な

り

ま

せ

ん

往

々

パ

ン
回
へ
肥
粧
を
ま
く

ぞ

」

様

で

は

肥

料

は

流

れ

な

い

か

と

御
説
の
通
り
農
家
の
皆
様
は
か
、
効
果
が
少
な
く
な
ら
な
い

一
粒
の
硫
安
で
も
む
だ
の
な
い
か
と
の
御
質
疑
を
頂
き
ま
す
が

様
に
あ
っ
か
い
に
な
る
と
と
は
大
雨
等
で
若
干
流
れ
る
事
が
あ

信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
が
時
た
ま
・
り
ま
し
で
も
九
十
九

μ迄
流
れ

「
天
災
の
中
に
も
人
災
が
あ
る
」
ま
せ
ん
し
効
果
が
お
ち
る
様
な

と

云

わ

れ

る

言

と

と

は

あ

り

ま

葉

が

証

明

し

ま

ん

せ

ん

。

安

心

し

す
様
に
、
折
角

A
W
Z
N
4治

f
7
匝
て
畔
ぬ
り
だ
け

の
肥
料
に
や
り
口
U

す

が

ヘ

J
z
j
残
し
て
ま
い
て

す
ぎ
や
、
や
り

4
イ

、

t
5
0
1

頂
き
ま
す
。

ま

ち

が

い

が

あ

石

灰

窒

素

は

土

り
ま
す
の
で
御
再
考
を
願
い
た
に
ま
じ
っ
て
五
l
七
日
ハ
尿
素

い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
で
は
二
!
一
一
一
日
〉
い
る
聞
に
十

先
づ
窒
素
質
肥
料
の
や
り
す
分
な
酸
素
を
す
ろ
て
シ
ヤ
ナ
ミ

ぎ
は
、
レ
シ
ゲ
の
の
び
す
本
で
ツ
ト
態
窒
素
か
ら
尿
素
に
か
わ

す
口
刈
り
出
そ
う
と
思
い
午
ら

ノ
り
ア
シ
モ
-
一
ヤ
に
な
っ
て
稲
の

も
忙
が
し
く
な
っ
て
す
き
こ
ん

摘
え
ら
れ
る
の
を
待
っ
て
い
ま

で
し
ま
っ
た
り
、
レ

ン
ゲ
の
百

す
。
植
え
ら
れ
た
稲
は
す
ぐ
に

〆
は
硫
安
の
二
〆
自
に
相
当
す

す
う
て
生
い
つ
き
ま
す
。

湿
田

る
こ
と
を
考
え
て
次
に
や
る
窒

等
で
是
非
水
田
え
ま
か
ね
ば
な

素
質
肥
料
を
加
減
し
て
頂
け
ば

ら
な
い
様
で
は
極
力
水
を
つ
め

あ
と
の
あ
や
ま
ち
は
あ
り
ま
せ

て
ま
き
、
十
日
間
少
し
も
い
ぢ

ん

が

、

た

か

が

「

草

だ

か

ら

」

ー

ら
な
い
で
お
き
ま
す
。

!
と
た
か
を
〈
く
っ
て
い
た
だ

く
と
、
と
ふ
に
枯
れ
る
原
因
が

「
博
覧
会
々
期
中
の

児
童
、
生
徒
の
補
導
に
つ
い
て
」

従
来
も
市
内
小
、
中
学
校
及
意
す
る
と
共
に
ス
リ
等
に
か
ふ

び
高
等
学
校
並
び
に
警
察
、
抱
ら
な
い
よ
号
気
を
つ
け
さ
せ
る

童
相
談
所
P
T
A
等
合
同
の
子
四
、
博
覧
会
場
へ
不
法
入
場
し

供
達
を
守
る
為
の
「
補
導
会
」
な
い
。

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
春
は
特
五
、
会
場
で
い
た
ず
ら
を
し
た

に
悶
覧
会
が
あ
る
為
一

層
強
化
り
人
に
迷
惑
に
な
る
よ
う
な
と

し
て
活
・設
な
補
導
を
し
て
い
ま
と
を
し
な
い
。

す
が
市
民
の
皆
様
も
こ
の
点
御
六
、
な
る
べ
く
学
校
に
抱
輩
、

協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
生
徒
を
お
く
よ
う
に
し
、
早
く

い

致

し

ま

す

。

帰

宅

さ

せ

な

い

よ

う

に

す

る

u

補

導

会

協

議

事

項

七

、

日

記

帳

や

小

遣

帳

を

つ

け

て
市
外
か
ら
来
ら
れ
る
お
客
き
せ
、
よ
く
反
省
さ
せ
、
む
だ

さ
ん
や
、
児
童
生
従
に
対
し
て
づ
か
い
を
止
め
さ
せ
る
。

は
特
に
親
切
に
し
、
ェ
チ
ケ
ツ
八
、
教
師
は
常
に
会
場
や
繁
華

ト

を

十

分

守

る

。

街

を

巡

視

し

補

導

す

る

。

二、

道
路
で
遊
ば
な
い
。
(
交
九
、
町
内
子
供
会
、
部
落
子
供

通
事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
十
会
等
を
時
々
聞
い
て
反
省
さ
せ

分

指

導

す

る

)

よ

い

子

供

会

を

つ

く

ら

せ

る

。

=
一
、
万
引
な
ど
し
な
い
よ
う
注

傷

開墾
催ノ長

大
会

今
般
草
場
厚
生
大
臣
並
び
に

蒲
本
部
会
長
の
御
臨
席
を
得
て

左
記
の
通
り
富
山
県
傷
痕
軍
人

犬
会
が
、
開
催
さ
れ
ま
す
の
で

市
内
在
住
の
傷
痕
軍
人
は
、
本

大
会
に
出
席
さ
れ
る
様
御
案
内

致
し
ま
す
。

寸巳
き
ロ

一
、
期
日

昭
和
二
十
九
年
五
月
三
日

午
前
九
時

/) 

し、

て

二

、

場

所

富
山
市
富
山
市
役
所
内

市
議
会
議
場

大
会
は

E
午
誼
に
終
了
し
引

続
き
富
山
博
覧
会
を
見
学
致

し
ま
す
。

富
山
市
議
会
議
場
は
富
山
博
覧

会
の
左
側
入
口
よ
り
入
り
、
市

役
所
の
三
階
で
あ
り
ま
す
。

県
旧
軍
人
恩
給
権

擁
護
連
盟
魚
津
支
部
の
動
、
喝
さ

県
旧
軍
人
恩
給
権
擁
護
連
盟

魚
津
支
部
で
は
去
る
三
月
二
十

八
日
定
期
総
会
を
開
き
、
左
に

木
年
度
の
運
動
目
標
を
決
議
し

た。一
、
加
算
、

通
算
の
全
面
復
活

二
、
公
務
員
並
の
恩
給
水
準
の

引
上
げ

向
新
年
度
の
役
員
は
次
の
通

り
で
す
が
、
加
入
者
の
年
会
費

二
百
円
の
納
付
と
と
の
運
動
実

現
に
つ
い
て
進
ん
で
会
へ
加
入

さ
れ
る
様
望
ん
で
い
ま
す
。

支
部
長寺

田

昌
一

ハ
大
光
寺
町
)

副
支
部
長

山
沢
佐
一
郎
ハ
新
金
屋
町
V

平
崎
久
吉
ハ
馬
出
町
〉

事
務
長向

次
作
ハ
文
化
町
〉

事明
石

克

二

ハ

友

道

〉

吉
野
石
次
郎
ハ
上
村
木
〉

地
区
委
員

魚
津

一
区

二
区

三
区

四
区

道

下

区

経

団

区

西
布
施
区

天

神

区

片

貝

区

加

積

区

上
野
方
区

下
野
方
区

上
中
島
区

下
中
島
区

判
官
倉
区

監

宮

崎

周

軒

三

村

良

英

吉

野

久

雄

長
谷
川
章
作

河
上

E
二

朝

野

義

治

中
尾
政
一

中

島

実

二

山
本
源
之
助

岩

田

助

信

湯
上
清
之
助

石
川

滑

平

三

浦

作

蔵

坪

崎

清

作

土

回

議

一

四
月
十
一
日
か
ら
四
月
二
十
五
日
ま
で

四
月
十
一
日
爪
日
)

富
山
博
魚
津
会
場
開
館

企
+
=
日
(
月
)

富
山
博
魚
津
会
場
開
場
式

全
十
四
日
ハ
水
〉

県
内
都
市
起
債
事
務
協
議
会

開
催

全
+
亘
日
ハ
木
〉

東
部
中
学
校
西
布
施
分
校
落

成
式

昭
和
二
十
八
年
度
産
米
補

E

割
当
会
議
開
催

全
十
六
日
ハ
金
)

会
計
検
査
院
佐
藤
事
務
官
等

に
よ
り
昭
和
二
十
八
年
度
施

工
災
害
土
木
復
旧
事
業
に
対

す
る
会
計
検
査
執
行

新
潟
県
北
蒲
原
郡
中
条
町
議

会
議
員
等
行
政
視
察
の
た
め

来
市

現
在
の
金
詰
り
は
個
人
経
済

ば
か
り
で
な
く
園
、
県
、
市
町

村
の
公
経
済
に
お
い
て
も
同
様

で
、
と
れ
は
日
本
の
経
済
を
建

直
す
た
め
の
政
府
の
政
策
に
よ

る
も
の
で
す
か
ら
、
挙
げ
て
之

氏
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
訳
で
す

が
、
市
で
も
二
十
九
年
度
の
一

般
行
政
費
予
算
は
思
い
切
っ
た

節
約
が
な
さ
れ
て
市
の
繁
栄
を

図
る
為
の
建
設
事
業
費
に
ふ
り

向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
度
市

役
所
で
は
役
所
で
使
う
用
紙
は

裏
を
再
使
用
す
る
事
や
封
筒
も

よ
そ
か
ら
来
た
も
の
を
聞
い
て

使
う
こ
と
に
な
り
、

電
灯
も
や

む
を
得
な
い
も
の
だ
け
、

電
話

感
心
な
篤
志
者
の

寄

附

金

に

者
、
リ
グ
レ
エ

t
シ
ヨ
シ
に
よ

る
入
山
者
、
林
内
通
行
者
等
に

よ
る
火
入
1

焚
火
、
煙
草
火
、
弄

火
等
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す

が
愈
々
危
険
期
に
当
面
す
る
折

柄
林
野
に
お
け
る
火
気
の
取
故

に
つ
い
て
は
お
互
ひ
に
充
分
注

意
し
て
未
然
に
災
禍
を
防
止
し

て
森
林
の
愛
護
保
育
に
努
め
森

林
を
火
災
か
回
守
り
ま
せ
う
。

森
林
や
火
災
か
ら

守
り
ま
し
ょ
、
フ

最
近
各
地
で
林
野
の
火
災
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

林
野
の
火
災
は
森
林
の
造
成
上

も
っ
と
も
恐
る
べ
き
も
の
で
季

節
的
に
春
季
が
一
番
多
く
年
間

の
九

O
%
以
上
を
占
め
て
お
り

又
こ
の
災
禍
の
原
因
を
調
べ
て

み
ま
す
と
、
何
れ
も
人
為
に
よ

る
失
火
が
多
く
主
と
し
て
林
野

開
拓
、
と
れ
に
関
連
す
る
作
業

企
十
七
日
(
土
〉

市
議
会
運
営
委
員
会
開
催

経
閏
小
学
校
講
堂
落
成
式

全
=
+
一
日
〈
水
)

市
議
会
運
営
委
員
会
開
催

企
=
十
二
目
(
木
)

魚
津
市
、
下
、
中
新
川
郡
管

内
戸
籍
事
務
研
究
会
を
市
役

所
に
お
い
て
開
催

上
中
島
地
区
市
勢
振
興
委
員

会
開
催

全
=
十
三
日
ハ
金
)

防
府
市
役
所
市
長
公
室
長
が

市
政
視
察
の
た
め
来
市

福
井
県
今
庄
村
議
会
議
員
等

行
政
視
察
の
た
め
来
市

全
=
+
四
日
(
土
)

高
松
宮
殿
下
富
山
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『
お
族
祭
』
え
ど
、
つ
ぞ
b
u
・

5
月
刊
以
・

u
-
m
-
m
日

挙

行

小
松
市
の
お
祭
は
毎
年
五
月

十
三
日
か
ら
四
日
間
に
豆
り
華

や
か
な
祭
典
絵
巻
が
繰
り
展
げ

ら
れ
ま
す
。

こ
の
祭
札
は
市
内
蒐
楠
神
社

と
本
折
回
吉
神
社
の
春
季
例
祭

で
俗
に
「
お
旅
祭
」
と
言
っ
て

前
田
利
常
公
(
第
三
代
〉
が
小

桧
域
主
で
あ
っ
た
頃
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
古
い
伝
統
あ
る
北
陸

地
方
の
一
大
観
光
行
事
と
し
て

一
般
に
喧
伝
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。余

興
の
曳
山
は
安
永
年
聞
に
創

始
さ
れ
た
も
の
だ
け
に
ゆ
か
し

く
工
芸
美
術
の
精
華
を
極
め
た

そ
の
け
ん
ら
ん
さ
は
将
に
観
衆

を
魅
了
す
る
も
の
が
あ
り
、
更

は
絶
対
必
要
で
し
か
も
念
報
な

ぞ
に
し
な
い
な
ど
色
々
切
詰
め

予
算
も
三
期
に
配
分
し
て
計
画

的
に
執
行
す
る
様
に
さ
れ
ま
し

た
。
亦
自
発
的
に
各
課
か
ら
委

員
を
選
び
、
経
費
節
約
、
能
率

増
進
の
為
の
種
々
の
方
法
を
研

究
し
、
献
策
し
各
職
場
も
と
の

趣
旨
に
添
っ
て
忠
実
に
事
務
を
'

執
行
す
る
様
物
件
適
正
使
用
委

員
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
出
る
分
を
市

発
展
の
事
業
に
振
り
向
け
る
た

め
で
、

全
職
員
も
喜
ん
で
努
力

を
し
て
い
ま
す
。
市
民
各
位
の

深
い
御
理
解
を
も
っ
て
御
協
力

下
さ
る
様
切
望
致
し
ま
す
。

に
ま
た
曳
山
舞
台
上
で
の
子
女

の
名
演
技
と
太
夫
の
声
自
慢
が

か
も
し
だ
す
歌
舞
伎
芝
居
は
さ

な
が
ら
一
一
帽
の
絵
の
よ
う
に
美

し
く
春
の
夜
の
更
け
る
を
忘
れ

さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
曳
山
の
上
で
芝

居
を
見
せ
る
の
は
全
国
で
も
珍

し
く
小
松
市
で
は
現
在
八
カ
町

ハ
八
基
〉
が
曳
山
を
有
し
毎
年
二

基
宛
交
互
に
各
町
の
要
所

J
¥

で
演
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
祭
礼
の
前
後
四
日
聞
は
近

県
は
も
と
よ
り
遠
く
は
京
阪
、

関
東
方
面
か
ら
集
い
く
る
観
客

で
市
街
は
到
る
と
と
ろ
湧
き
返

る
よ
う
な
盛
況
さ
を
呈
し
ま
す

市
役
所
で
経
費
節
約
態
制

つ
し、

て

去
る
四
月
二
十
四
日
、
一
帰

一
滞
納
に
な
り
易
い
今
日
、

人
が
市
役
所
を
訪
れ
て
、
と
の

一
そ
れ
を
切
り
抜
け
て
、
大

お
金
は
ほ
ん
の
僅
か
で
す
が
魚

一
金
を
寄
附
さ
れ
る
心
が
け

津
市
の
忠
魂
碑
建
設
費
に
し
て

一
は
、
ほ
ん
と
に
感
心
な
御

下
き
い
と
、
名
前
を
秘
し
て
金

一
方
で
あ
り
ま
す
。
吾
々
碑

t
E
万
円
を
寄
贈
さ
れ
た
奇
篤
な

一
友
会
々
員
一
同
御
主
旨
に

大
東
亜
戦
争
未
亡
人
が
あ
り
ま

一
応
え
一
日
も
早
く
整
備
再

し
た
。
此
の
頃
の
物
価

高

に

一
建
に
努
力
致
し
ま
す
。
何

大
半
の
者
は
生
活
難
に

追
わ

一
分
こ
の
御
厚
志
に
対
し
、

れ
て
、
余
分
の
牧
入
が
な
い
た

一紙
上
を
借
り
て
厚
〈
御
札

め
、
当
然
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

一
申
し
上
げ
ま
す
。

な
い
義
務
の
あ
る
市
税
で
す
ら


